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令和４年７月２５日 

報道機関各位 

  長岡技術科学大学 地域防災実践研究センター 

 

技大の研究成果が長岡まつり大花火大会の会場に設置されます。 

 

長岡技術科学大学と東京電力ホールディングス㈱で共同研究を進めている『ウォーターチェンジャー®』が、長岡

市の地域バイオコミュニティでの実証や、新潟県の「防災産業クラスター形成事業」との連携・支援を受けて、新潟市

のユニトライク株式会社より商品化され、長岡まつり大花火大会の会場に２基設置されることになりました。 

 

記 

 

１ 設置の概要 

微生物の分解作用を用いた生物処理により水を浄化する「ウォーターチェンジャー®」を信濃川左岸席と右岸席 

にそれぞれ１基を設置し、手洗い用水を確保します。 

 

２ 商品化及び設置に至る経緯等 

長岡技術科学大学地域防災実践研究センターでは、地域の災害対応力を高めるための研究開発を行ってお

り、長岡市の地域バイオコミュニティでの実証を通して、災害時に生活用水をバイオ処理により供給する装置を開

発し、新潟県の防災産業クラスター形成事業でマッチングしたユニトライク株式会社より商品化されました。 

その後、一般財団法人長岡花火財団から、長岡まつり大花火大会の会場の手洗い用水の補充が困難であるこ

とを伺い、課題解決に向け様々な機関で検討し、水の循環浄化が可能なウォーターチェンジャー®２基の設置に至

りました。 

 

３ 装置「ウォーターチェンジャー®」の概要 

循環水量：毎分４～６リットルの水を浄化・循環させ、手洗い用水を確保します。※飲料水ではございません。 

   特  徴：① 手洗い用水は水保有量が限定されるが、これを再生・循環利用可能とする水供給インフラの開発 

         ② 手洗い用水は、蛇口に触ることなく、流水の状態で使用可能（非接触、コロナ対策） 

③ SDGsに配慮し、浄化反応塔（バイオキャッチャー®）の有用微生物単体を自然由来素材（ヤシガラ

マット）にすることで、使用後の担体を肥料等として、バイオ・サーキュラー型の利用が可能 

④ 殺菌用のオゾン発生装置を併用（コロナ対策としては別途消毒液が準備されています。） 

   製造企業：ユニトライク株式会社（新潟市） 

 

 ４ その他 

花火会場では混雑が予想されるため、花火大会当日の詳細な取材はご遠慮願います。 

   詳細な取材をご希望される場合、事前に対応いたしますので、下記へ問い合わせください。 

  【問い合わせ先】 

    長岡技術科学大学 企画・広報室 五十嵐 Tel：0258-47-9016 


